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は じめ に

小林市は、宮崎県の南西部、霧島火山のふもとにあり、古くは日向国

十六駅の一つである夷守駅の所在地に比定されるなど歴史と伝説を残す

町です。現在は花と星空と湧水の美 しい田園観光都市として発展を続け

ています。

粟巣野地区では平成 12年度に市道整備に伴 う発掘調査を行いました。

その結果、縄文～弥生時代の土器、石器が多数出上しました。

これ らが学校教育、生涯学習の一環として広く活用されることを願つ

てやみません。

最後に、発掘調査に際しましては、地元の皆さまには多大なるご理解、

ご協力をいただきました。また宮崎県文化課の方々をはじめ、調査に

快 くご協力くださいま した地元の方々、また調査、整理作業に従事し

てくださいました皆さまに対 して厚 くお礼申し上げます。

平成15年 3月

宮崎県小林市教育委員会

教育長 山口 寅一郎



例  言

(1)本書は栗巣野地区ふるさと農道緊急整備事業に伴 う、埋蔵文化財調査報告書である。

(2)発掘調査は小林市農村整備課の依頼を受け、小林市教育委員会が実施した。

(3)発掘調査地は小林市大字東方字栗巣野ほかである。

(4)調査は平成12年度に実施され、整理・報告書作成を平成13～ 14年度に行つた。

(5)調査面積は約150だである。

(6)本書で使用 した方位は磁北である。また本書で使用 した位置図は国土地理院発行の 5万分の 1図 を
基にしている。

(7)本書にみられる色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監

修 「新版標準土色帖」を用いた。

(8)石器の自然面はアミカケで表現した。

(9)調査は小林市委託職員重留康宏 (平成12年度)が担当し、本書の執筆・編集は中村真 山美が行 つた。
(10)遺物実測・製図・ トレース・写真図版等の分担は次のとおりである。
・遺物・地形図等の実測

池田・重留

・遺物の水洗・注記・整理・分類

北野・冨ケ原・松永

・遺物の復元・接合

北野・冨ケ原・松永
。遺物の実測

安藤 。池田 。中村 (大)。 松永

・遺物・地形図等の製図

安藤・池田 。押川・松田・松永

・遣物・地形図等の トレース

安藤・池田・松永

・遺物の撮影

中村 (大 )

(H)本書に関する記録・図面 。及び出土遣物は小林市教育委員会が保管している。
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第 1章 調査の経緯

第 1節 調査 に至る経緯
平成 12年度に実施 された栗巣野地区ふるさと農道緊急整

備事業は、総事業面積 1500ドである。事業予定地は周知の

埋蔵文化財包蔵地であ り、遣物の散布状況から集落跡が想
定 されていた。平成 11年度小林市教育委員会では21ヶ 所
トレンチを掘削 し、遺跡の範囲等を確認 した。
その後小林市農村整備課及び市教育委員会の二者で埋蔵

文化財の保護について協議を行い、その結果、事業施工上

現状保存が困難な部分約 150ど について記録保存の措置を
とることとなった。調査は市教育委員会が主体 となり、下
記期間実施された。

確認調査 平成 12年 2月 18日 ～平成 12年 2月 26日

本 調 査 平成 12年 4月 7日 ～平成12年 5月 9日

調査面積 150♂

第 2節 調査の組織

調査の組織は次のとお りである。

調 査 主 体  刈ヽ林市教育委員会

教  育  長 瀬戸 口 克彦 (～平成 12年 9月 )

山口 寅一郎 (平成12年 10月 ～)

社会教育課長 上 原 守 義 (平成12年、13年度 )

鵜 木 義 幸 (平成14年度～)

社会教育係長 堀  英 博 (～平成 12年度)

上別府  優 (平成 13年度～)

調  査  員 重 留 康 宏

発 掘 作 業 員

整 理 作 業 員

第 2章 地理的・歴史的環境

第 1節 地理的環境
小林盆地は北を四万十層群からなる裏 日向山地、西を加

久藤溶結凝灰岩からなる溶灰岩台地に、また南を霧島火山
群によつて囲まれている。

地形は北部の四万十層群を基盤とする扇状地と、南部の

霧島火山の溶岩流末端から形成された新旧の扇状地、およ

び海抜200m前後のシラス台地とからなる。盆地底の大部

分はシラス台地とそれが浸食されて形成された段丘からな
り、最低位に氾濫原性低地がかなり発達している。
河川は盆地内を石氷川などの小河)IIが流れ、合流して大

淀川の支流岩瀬りIIと なって東流し、西部では川内川支流の

池島川が西流する。また市内には湧水も多く、約50ヶ所点

在する。つ

第 2節 歴史的環境
小林市内の遺跡は、平成 4、 5年度実施の市内遺跡詳細

分布調査では163か所確認 されているの

次にこれまで調査・報告 されている遺跡について、時

代別に概略を挙げる。

旧石器時代の遺跡は、横峰迫 (大字南西方字横峰迫)で
黒曜石製の打製石器が採集 されている。働

縄文時代の遺跡は、本田遺跡。 (大字東方字坂ノ下)、 上薗

遺跡0(大宇東方字上薗)、 平瀬野遺跡0(大宇東方字平瀬

野)ヾ 大平遺跡。 (大字東方字大平)、 山中前遺跡0(大字細野

宇山中前)、 こまくりげ遺跡9(大字細野字出の山)、 内屋敷

遺跡10(大宇真方宇内屋敷)な どがある。内屋敷遺跡からは

早期の平地住居がH基検出されている。本田遺跡は前期の

住居としては県内唯―であり、県指定を受けている。

弥生時代の遺跡の調査例としては、広庭遺跡11)(大字南西

方宇広庭)か ら花弁状住居が3軒検出されている。

古墳時代の遺跡は、地下式横穴墓が東二原 1か
(大字真方字

東二原)、 下の平19(大宇水流迫宇下の平)、 新田場1。 (大

宇真方字新田場 )、 尾中原10(大宇北西方字尾中原)な どで

確認されている。また、水落遺跡
“
)(大字細野字水落)、 餅

田遺跡10(大字真方字餅田)では住居跡が調査されている。

歴史時代では、 日向国 16駅 の一つ、夷守駅所在地が大字

細野字夷守に比定されている。1め

古代の遺跡としては、竹山遺跡Ю)(大宇細野字竹山)、 餅

田遺跡2の から布痕土器などが出土している。

中世の遺跡としては、大部遺跡閉)(大字真方字大部 )、 杉

園遺跡2分
(大宇真方字杉園)、 年神遺跡29(大宇真方字年神 )

から竪穴状遺構が調査され、輸入陶磁器なども出土してい

る。また年神遺跡20では石組遺構も検出されている。

中世の山城では、三山城 (大宇細野宇城山)、 小林城 (大

宇真方宇下の馬場)、 内木場城 (大宇東方宇内木場)、 野首

城 (大宇東方宇野首)、 岩牟礼城 (大宇東方宇城ヶ迫)2め な

どがあり、古石塔群が穂屋下 (大宇真方宇穂屋下)、 大久津

(大字東方宇大久津)、 下り (大宇東方宇下り)に ある。



近世では水落遺跡20で江戸時代の墓が検出されてい る。
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7)5)に 同 じ

8)石川恒太郎「中山ノ前住居跡」『宮崎県の考古学』

吉)|1弘文館 1968

※ 報告には「中山ノ前」とあるが、実際の字名 は 「山

中前」であり、本書では後者を用いた。
9)田 中 茂「こまくりげ遺跡」『九州縦貫自動車道埋

蔵文化財調査報告』 (1)宮崎県教育委員会  1973
10)石川悦雄・東憲章・甲斐貴充 「内屋敷遺跡」『 官

崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書』第 14集

宮崎県埋蔵文化財センター 1999
11)重留康宏「広庭遺跡」『小林市文化財調査報告書』

第12集 小林市教育委員会 2001
12)永友良典・長友郁子・面高哲郎「東二原地下式横

穴墓群・下の平地下式横穴墓群」『小林市文化財調

査報告書』第6集 小林市教育委員会 1993
13)12)に同じ

14)面高哲郎 ,長津宗重「新田場地下式横穴墓群」『 官

崎県文化財調査報告書』第34集 宮崎県教育委員

会 1991
15)石川恒太郎「尾中原地下式古墳」『地下式古墳の研

究』帝国地方行政学会 1973
16)長津宗重・長友郁子「水落遺跡」『小林市文化財調

査報告書』第5集 小林市教育委員会 1992
17)中村真由美「市谷遺跡群」『小林市文化財調査報告

書』第13集 小林市教育委員会 2001
18)藤岡謙二郎 「日向国」『古代日本の交通路Ⅳ』大明

堂 1979
19)8)に 同 じ

20)17)に 同 じ

21)17)に 同じ

22)17)に 同じ

23)1に 同 じ

24)17)に 同じ

25)平部山喬南『日向地誌』 1884
26)16)に 同じ



第 1図 市内遺跡位置図 (縮尺 2万 5千分の 1)

1.栗巣野遺跡

2.梅木原遺跡

3.永野遺跡

4。 大久津遺跡

5。 今別府遺跡

6.池田遺跡

7.下ノ平地下式横穴墓群

8.内侍塚遺跡群

9.立山前遺跡群

10.地頭渕遺跡

11.穂屋下遺跡

12.西水流遺跡

13・ 谷ノ木原遺跡

14・ 下津佐遺跡

15.梶ノ場遺跡

16.高津佐遺跡

17.大丸遺跡

18.木切倉遺跡

19。 東二原地下式横穴墓群

20。 新田場地下式横穴墓群



第 3章 遺跡の調査

第 1節 位置と環境
当遺跡は市内北東部に位置 し、標高は約195mである。

市北境の裏 日向山地から南西方向に伸びる舌状台地の南

端に立地する。台地の西側に谷ノ木川 (大淀川支流)が
南流する。平成10年度調査 された梅木原遺跡は当遺跡よ

り約650m北 に位置する。遺跡周辺はゴボウ栽培による

深耕のため、地表に土器片や石器が多量に散布 している。

第 2節 調査に至る契機
事業予定地は農道整備に伴い掘削拡張後舗装すること

にな り、小林市農村整備課 との協議の結果、平成 12年度

面工事実施面積 1500ポ の うち、150∬ について発掘調

査を実施することとなった。

第 3節 調査の概要
調査期間は平成 12年 4月 7日 から平成 12年 5月 9日

で、事業予定地を南から 1、 2区に設定し、 うち 2区東

側約 H活 を 2区第 1ト レンチ どして拡張した。

栗巣野遺跡の基本層序は次のとお りである。

第 1層 は耕作土及び道路敷設時の砂利層である。第 2

層 の黒ボク土層は15～ 20cm、 場所によつては40cmの

厚 さを持つ遺物包含層である。第 3層 はアカホヤ漸移層

で約 5 cmの 厚 さを持つ。第 4層はアカホヤで30～ 35cm

第 1層 表土

第 2層 黒ボク土層

第 3層 褐色土層

第 4層  アカホヤ火山灰土層

第 5層 牛ノ歴火山灰土層

第 6層 黒色土層

第 7層 小林軽石漸移層

第 2図 栗巣野遺跡基本層序

の厚 さを持つ。この層までゴボウ トレンチャーによる撹

乱が一部みられる。第 5層は牛ノ腫火山灰で、非常に堅

い。約 5 cmの厚さを持つ。第 6層は黒色土層で約30c m

の厚 さを持つ。第 7層 は小林軽石漸移層で暗褐色土に径

1～ 2mmの 黄色粒が混入 している。

第 4節 1、 2区の調査
調査地は砂不可舗装の農道及び畑地であり、表土は堅く

締まっている。 1、 2区 とも深耕によリー部アカホヤ面

まで削平を受けている。

1区は南に傾斜 してお り、調査面積は82だ、高低差は

約 lmでぁる。アカホヤ面まで掘削 した。現場写真を見

るとアカホヤ面でピン トが数十基検出されているようで

あるが、図面がないため詳細は不明である。

2区はほぼ平坦な地形である。調査面積は68だ で、小

林軽石漸移層まで掘削 した。遺構は検出されていない。

1、 2区の地形図については残 された図面に基準杭、

眼高等が未記入のため、正確な標高は不明である。土層

図から見ると地表か ら約0.5～ 0,9m掘 り下げている。

1区の遺物については一部 トータルステーションで取

り上げてお り、約半数は出上層位が判明している。 しか

し2区の遺物はラベルに 「2区一括」あるいは「2区Jと

記載 されているのみで出土状況は不明である。またラベ

ルに 「2区 A」 と記載 された遺物が全体の約 1/3を 占

めているが、 「A」 を示す記録が残っておらず、調査者が

何を意図して付けたものであるか不明である。以下出土

遺物について記述 したい。

弥生土器 (第 5～ 10図 )

甕には 5種類の 口縁部形態がみ られる。

1.口 辺部 と月鳳部の境を削って段を形成 し、口辺部が

ゆるやかに外反するもの (21、 56)。

2.鋤先状 口縁を持ち、突帯先端はややくばむもの (2

～5、 30～ 32)。

3.口縁部がゆるやかに外反するもの。

a)口 縁端部を四角 く調整するもの (20)。

b)口 縁端部を丸 く調整するもの (22、 23)。

4.口 縁部が くの字に外反するもの。

a)口 縁端部を四角 く調整 し、最大径が口縁部にあ

るもの (25～ 28)、

b)口 縁端部を丸 く調整 し、最大径が胴部にあるも

の (1)。

5.口縁部が短 く外反 し、口縁直下に細い突帯で縦に

数条文様を施す もの (7)。

1は弥生時代前期、 2は弥生時代中期後半、 3、 4、

5は弥生時代後期に比定 される。 5は在地性の強い土器

である。斐胴部は亥Jみ 目突帯を巡 らせたものが 1点出土

している (37)。 底部については、尖底 (49)、 やや上げ

底 (57、 60、 61)、 上げ底 (58、 59)、 平底 (24)がみられ

る。

壷には 4種類の口縁部形態がみられる。

1 口縁部が外反 し、頸部に刻み 目突帯を巡らせるも

の (36、 38、 48)。

2 直口壷で頸部に刻み 目を巡 らせるもの (47)。

3.二重口縁壷で頸部が大きく外反 し、口縁部が外傾

するもの (33～ 35)。 3は弥生時代後期後半に比定

4
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さヤLる。

縄文土器 (第 7図 )

15～ 19は 黒色磨研土器の口縁部である。口縁部に 2

～3条の凹線を巡らせている。16は 山形口縁で、その他

は平口縁である。 15、 16、 19は鉢、17、 18は浅鉢で、

三万田式と思われる。

土師器 (第 6、 8～ 10図 )

9は甕の口縁部片である。

45は小型丸底壷の体部で、扁球形を呈する。

8、 11、 12、 44、  551ま郭で、 11、 121ま丹塗、 44、 55

は外面にヘラミガキを施 している。

高イは 1.郷都が深く、不底部からゆるやかに外反し、

稜線がないもの (39)と 2.杯部が浅く、口縁部が直線

的に開くもの (51)が ある。また脚部は柱状のもの (42、

43、 62、 63)と ランパ状に広がるもの (41、 54)が あ

る。裾部は短く外反するものがみられる (52、 53)。

10は丹塗の鉢で、ほぼ完形である。口径が器高より大

きく、胴部がゆるやかに内湾する。端部は丸く、外面は

ヘラ磨きを施 している。

13は古代の台付郭でロクロ形成である。

須恵器 (第 6、 10図 )

14は甕の胴部で内外面にタタキ調整が施されている。

64～66は杯である。

内黒土器 (第 8図 )

46は小型秦の口縁都である。

陶磁器 (第 10図 )

陶磁器類については、おそらく耕作土からの出土と思

われる。

69、 71、 72は青磁である。69は碗の口縁部で、口縁

部内外面に雷文を施している。71は青磁染付碗で、外面

に濃藍色で蓮弁文を施 している。72は上絵付筒碗の口縁

部である。外面に上絵付の痕跡がある。69は中世、71、

72は近世のものと思われる。

70は染付で外面に花文、青海波文を内面に葡萄文を施

している。時代は近代のものと思われる。

67、 68は薩摩系陶器である。67は土瓶の底部である。

68は碗の底部で蛇ノロ釉剥ぎを施 している。

石器 (第H～ 17図 )

打製石鏃は27点出土し、すべて無茎鏃である (第 11、

15図)。 完形品が 9点、未製品が 1点、欠損品は先端部

欠損が 6点、脚都欠損が 8点、両方が欠損しているもの

2点 となる。石鏃の基部によつて浅い凹基のもの 8点、

深い凹基のもの17′く、平基のもの1,点に分けられる。ま

た全体の形態としては正三角形を呈するもの、二等辺三

角形を呈するもの、側縁に緩い段を持つものの 3種類が

ある。石材はチャー ト、黒曜石、頁岩がみられる。重量

比はチャー ト:黒曜石 :頁岩=14412:7と チャー トが

圧倒的に多く使用されている。

‐―
―
―
―
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磨製石鏃は 2点出土し、完形品が 1点、脚部欠損品が

1点である (第 11図 )。 形態としては無茎凹基鏃である。

石材は頁岩である。

剥片は12点 出土 した (第 11、 15図 )。 二次調整剥片

(93、 117、 125)、 使用痕剥片 (97、 118)が みられる。

石材はチャー ト、黒曜石、頁岩である。

石核は 2点出土した (第 11、 13図 )。 石材はチャー ト

である。また 6× 5 cm大 の黒曜石の石核が 1点、 1区

の出土遺物ケースに入つていたが、栗巣野遺跡から出土

したものか不明なため図化 しなかった。

124は不明石器である (第 15図 )。 剥離後穿孔を施 し

ている。

石斧は打製石斧が 6点出土した (第 12、 13、 16図 )。

形態的には扁平な縦長で基部付近に快 りが入 り、片面に

自然面を残すものもある。石材は溶結疑灰岩が 3点、砂

岩、流紋岩、頁岩が 1′煮ずつある。磨製石斧は出土しな

かった。

スクレイパーは 2点出土した (第 14図 )。 石材は流紋

岩で両側辺に刃部が設けられている。

石錘は25点出土 してお り、 うち 9点 を図示 した (第

14、 16図)。 1区が 1点、あとは 2区からの出土である。

長 さ6～ 7 cm、 幅 4 cm前後が多く、重 さは40～60g程度

のものが多い。すべて長軸方向を打ち欠き、縦長に使用

された礫石錘である。極端に大小の石は選択されていな

い。基本的に網のオモ リなど単一で規格的な大きさの道

具のオモ リに使用されたようである。

磨石は 3′点出土した (第 14、 17図)。 石材は花こう岩、

溶結凝灰岩である。

敲石は 4点出土した (第 14、 17図 )。 石材は溶結疑灰

岩、砂岩である。

第 5節 まとめ
今回の発掘調査は道路整備工事関連 という調査の性格

上、本調査とはいえ長大な トレンチによる栗巣野遺跡の

試掘調査を行ったに等 しい。遺跡の全体像を提示するこ

とは難 しいが、性格の一端は示せるのではないだろうか。

遺物は縄文時代後期後半、弥生時代前～後期、古墳時

代、古代、中世～近代 と出土している。

縄文時代の遺物 としては三万田式上器、石鏃、スクレ

イパーなどが出土している。また、出土した黒曜石を産

地同定 した結果、えびの市桑ノ木津留、佐賀県腰岳、大

分県姫島、鹿児島県 日東・五女木などの産地が確認 され

た。中でも腰岳産の使用頻度が高く、西北九州との活発

な交流があったことが窺える。

遺跡の最盛期は弥生時代で、甕、壷などの日常土器や

磨製石鏃、石斧などが出土している。

古墳時代の遺物としては年、高邦、小型丸底壷、須恵

器邦片などが出上 している。

古代～近代の遺物は少なく、古代の遺物は内黒土器片

が 1点出土しているのみである。中世～近代のものは青

磁片、薩摩系陶器片が数′くみられる。

石錘については時代を特定することは難 しいが、当遺

跡西側に谷ノ木川が流れてお り、多量の石錘はこの台地

上に網漁を盛業の一つ とする集落の存在を推定させる。

しかし残念ながら今回調査を行った栗巣野台地南西部で

は住居跡等は確認できなかった。出土 した石錘はすべて

両端を打ち欠いた礫石錘で、切 目石錘は 1点 も含まれて

いない。 これに対 して650mほ ど上流にある梅木原遺跡

では出土 した37点の石錘の うち34点 が切 目石錘で残 り

の 3点が礫石錘 とい う結果が出ている。

また打製石鏃の石材についても当遺跡ではチャー ト:黒

曜石が71:1と チャー トが圧倒するのに対 し、梅木原遣



跡では9:Bと暴曜石がやや上回る結果になっている.。

この差異が|どこから生じる |ヽのか今後の脚 の増力1を

待ちたぃ心
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・宮崎県『宮崎県真,1通史編 原始・古代 1』  1997
‐宮崎県『宮崎県史―資料編 考古1』  鸞師

・宮崎県教育委員会『前原北竜跡』宮崎学目都市遺跡
―

発掘調査報告書第 4集 1988

・宮崎県理蔵業化財センタ
ー‐『右葛ケ迫遺跡』宮崎暴

理感菱ILetセンター養掘調査報告書第21集 2000
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表 1 土器観察表 (1)
No

土
区

出
地 年 式 器 種 残存剖

色調
胎 上 焼減 火朝削泄 tB‐ 考口径 外面

1 1区 2層 杯 生 甕
口孝ミ吉
～胴 ヨ

赤褐 Hue5VR4/6 相 ‖ueSVR4/7 テ後指押サ 砂社を多く、OS～ 2面 の明褐色のfr/粒 をイ 寅 反 転

1区 2嬉 休4 変
音
封

緑
頚

日

”
12

５

定

２７
維

`事

い橙 Hue7 5YR7/ 侑霊 Hue4 5YR6/6 ハケ後ナテ ハケ後ナテ 2～emmの黒鈍色 協暗色の4//粒 を夕 く含む 良 反 転

3 1区 2嬉 体生 甕 口緑笥 ２５‐維
灰欄 Huc7 5YR5/2 覇箋 Hue7 5YR6/6 ハケ後指 輝サニ

l～5mの明福色、暗褐色の■片を多く合み
1～ 41hの灰白色 黒鈍色の砂れを含む。 軟 反 転

外 :媒付着
′ヽアロ不明療  口線 部指 神サユ

1区 2尾 小生 餐 口緑苛
２
定

２２
推

褐灰 HueloYR4/〕

にぶい黄 綽静 Hue7 5YR6/6
灰封目 HueloYR4/2

神

′ヽヶ

微細～O Smmの 黒鈍色の砂粒 06～ l ormυ

無色透朔の砂粒 をわすかに 2～ 5mm岩 オ ぞ
多く含む。

良好 反 転 外 :煤付 着

5 区2擢 ホ生 甕 コ緑部 ２０‐
粧

灰貢掲 詢ueloYR5/2 にぶい司釧 delOYR7/ ハケ後ナテ ハケ後ナテ・
1～ 2nnの 褐暗色 の砂能 を多 く 01～ 2m
の白濁色の砂粒 を含む。 軟 反 転 炭化物付着

6 1区 赤生 甕
旧部ヘ

底部
14 橙 Hue7 5VR7/6 翻 Hue2 5YR3/1 横 方 向ハケ 不定方 向ハケ

故細な黒藤色の砂粒をわず力」こ、微細な真
ヨ撼明の砂粒 2～前向の岩片を多く含む。 良好 更転

7 1区 弥 生 甕 口緑部 黒褐 悧ueloYR3/i ハケ後ナテ ハケ後ナテ
6～ 16mの 黒輝色 微細～ 1 5mmの無進

透明の砂粒 を多 く、05～ l� の 白透色の花
立を含む。

良 断 面
顎部 に縦 方 向の粘 上 の 貼付 けが 2本

8 1区2層 古攀
土師器

不
口緑剖 12( にぶヤ▼鶏HueloYR6/ に手い貢橙Hue10YR64 ハケ

,5～ lmmの 白濁色 0 5mmの 黒瀬色の砂 I

を含む。 良 断 面

9 1区 古撃
土師器

郭
口緑 部 ヨミ佃島 Hじ eloY点2/2 縮 Hue5YR4/6 縦 方 向磨キ

6�～2mmの 白透色、OS～ 1面 の明欄て
う砂粒をわずかに、05～ 1前 の黒輝色、
5～ 1 5mmの無色透明の砂粒 を含む。

やや密 断 面

1区 2眉 古季
と師務
杯 明赤褐 Hue2 5YR5/6 痛 Hue7 5YR5/6 磨 キ

磨キ
ロ縁部指押

"

05～ 2 dIの 白濁色の砂粒をわずかに 0
～2而 の無色透明の砂社を多く、05～ 1■

の黒輝全 1～ 5鰤 灰黄色の砂社を含む。
良好 据 置

黛付着
勺:他方向に磨キ両面に丼塗

1区 2擢 古墳
上召雨器
杯

底 部 赤 JueloYR4/8 魏 Hue10YRS/3 ナテ・ 96～ 1価 の黒鈍色の砂粒を多く、05～ lm

の明褐色砂粒 1～ 2鰤 の岩片を多く含む。 良 反 転
魅体41に 麻滅
Ⅲ:井塗

1区2層 古墳
土宮碩暑

杯
底 部 明赤褐 Hue2 5YR5/6 灰黄 Hue2 5YR7/2

指押サエ
～311hの 明褐色の砂粒 をわすかに、01
511mの 黒輝色 黒鈍色の砂粒 を含む。 良 反 転

13 1区 古 代
土師器
台付節

底部 12 にぶし坊確Hue5YR5/4 厭 わ式Hue2 5YR5/2
改細～10mの 白濁色、彼細～05闘 の|

電色の砂粒を多く 微細～051nの暗褐 1

つ砂粒を含む。
良好 反 転

t区 古娯
須恵器

甕
胴 部 灰 Ju97 5V唖 /1 格 子 ロタタキ 同 心 円 タタキ OS～ 2mmの 黒鈍色の砂粒 をわすかに合む。 艮好 断 面 微細 でなめ らか

Btt A 電文 鉄 口緑剖 にぶい封勧 ue10YR3/ 翻  Hue10YR3/2 ▼ P充線文磨 ハケ後ナテ
OS～ 1醐 の無色透 明の砂粒 を多 く、 1価 の

白濁色の砂社 を含む。 良 断 面 こガ田式

2区 A 電文 鎌 口緑部 灰黄旧 ‖ueiOYR5/2 徹 Huc10YR4/1 平行流線文磨| 磨 ヤ
微細の無色透明の4r/粒 を多く、微細～0う
mの 白濁色の砂粒を含む。 良 断 面

17 区 A 縄 文 浅 鉢 口緑苗 にぶい黄橙heloYR5オ にがい軸 ue10YR5/ 黒気 沈線文磨′磨 キ
微細～0 5mmの 無色透明の砂社を多く
～:繭 の白濁色の砂粒をilむ 。 断 面

区 A 電文 浅 鉢 コ緑 訂 黒褐 HueloYR3/2 黒褐 HueloYR3/1 平行顔 文磨 磨 キ 微細の無0透明のV1/粒 を多く含む. 良 断 面

2区 A 鉢 口緑剤 にぶい沐掲he5YR5/4 細 ueE 5YR4/6 詔 〒沈線文済 B琴キ 微細の無色透明の砂粒を多く、95～ lI II

白濁色、黒輝色の砂粒を含む。 良 断 面

2区 A 弥生 甕 口緑剖 褐 Jue7 5VR4/4 にぶヤ跡 褐Hue5YR5/4 ハケ後ナテ

16～2mmの 灰 白色 灰 質色、01～05m
ゆ無色透明の砂粒 を多 く OS～ 2rmの 引和
1の 砂粒 をわずかに含む。

軟 反 転
燦付着

麻減、 列 落

21 を区 A 弥 生 甕 日緑苗 R4B Hue7 5YR3/2 黒褐 河ue10YR3/2 瘍華キ
1～ lmmの H輝色 無色透明 05～ 9「

う灰白色、灰黄色の砂粒を含む。 反 転

区 A 赤生 甕
口緑訂
～頚ヨ

14
６

定

ｗ
推 褐 Hじe75YR4/4 にぶい赤褐山e5YR4/4 |～2mの 白濁色の ly/1_を 大きく 05

つ無色透朔の砂41を 合む。 良 反 転

区 A rTN生 甕 口緑 部 11 にぶ1潮ue7 5YR5/4 に示し翠謝u75VR5/5 ハケ縦 指ナテ 磨 滅

01～ lmmの無色透明の砂粒を夕く 05～
mnの 黒輝色、05～ 2mIIの 灰貰色の砂社を1 良 断 面

いびつな為断 面 のみ

(径 95～ H cm)

2区 ハ 床生 甕 底 部 6〔 に凸妨捜的e25Y点 4/1 にぶい細 ue2 5YR4 )5～ lnmの無色透明 1～ワmmの 白濁色υ
砂粒を多く含む。 良 据 置 若減

区 A 亦 生 甕
口緑剖
―月同剖

黒 Hue2 5YR2/1 吉主相3 2 5YR5/9
ハケ月、ハケ後ナ
右斜 めのアヽク

ハケハケ後ナテ
微細～1「mの 無0透 明  95～ 1 5ttaの

目色の砂粒を多く 05～ 1 5mmの 白
jB色

砂社を含む。
良好 反 転

区 A 弥 生 甕 口緑笥 芦霊つて Jue2 5YR4/1 にぶい黄橙 10YR6/4 ハケ後指差サニ ハケ後ナテ の蕪色透明の砂粒を多く含み、1～ 2 dIのオ 良 断 面

2区 ム か生 甕 コ緑H 11 におい黄協 Jue10YR 暗灰黄 Hじ e25Y5/2 ア後ナテ
)」 ～211nの 無色透明の砂社を多く、05～
師の灰白色の砂粒を含む。 良 断 面 燦付着 (頚部 )

2区 A 弥生 奏
剖

～
緑
”

1密  Hue5VR7/6 にがい黄橙mueloYR7/ 5～3mmの赤褐色の岩片を非常に多く含む 軟 断 面

〕区 A 弥 生 甕
頂部ヽ

胴部
にぷラ朝ue2 5YR6/4 1事い難 ]OYR6/4 斜 め方 向′サ

ヨ縁端部～頚部
テ
・

  1同 喜

“

:]〕

斗め方向′サ
良好 断 面 炭化物付者 (頚部 )

区 A 弥 生 甕
口緑 割
～胴 剖

黒褐 Hue2 5VR3/2 にぶい軸 ueiOYR? 柄 押 しサエ
ハケ後ナデ

〕5～ 311mの 暗褐色 0 1mjの 透輝色の砂*
を多く、95～ 1面 の白濁色の砂粒を含む。 良 反 転

】区 ハ 体生 甕
口緑 封
～月同部

18
４
定

‐７
祥 にぶい黄絶HueloYR6 に4・い粛凱ue10YR6 指押サエ後ナテ

～2mの 明福この1//粒 を多く 1～2mmの う
ヨこの砂粒を含む。 良 反転

2区 A 休生 甕 口緑部 にぶサ常釧ue7 5YR6/4 南馴 ue7 5YR7/6
指押サ

1～ 3雨 の暗福色の砂粒 を多 く !～2mmの
濁色の砂社 を含む。 良 断 面

区 A 赤生
二重

口緑壷
口緑 著 麹 ueiOYR5/6 鋤 ueiOVR5/7

ヘラ削り後′ウ後
指押サエ

2mnの 白濁色の砂能 をわすかに、OS～ 2■

の灰貰色 黒 鈍色のir/粒を含む。 農 反 転

2区 A 杯生
二重
口緑姜

口緑 割 18 橙 Ju95YR6/6 明細 ue5YR5/6 ,1～ 05闘 の 白濁色  0 1mmの 無色透り,ラ

少粒をを合む。 良 反 転

2区 ハ
二 重
口緑 遺

口緑笥 火褐Hug7 5YR4/2 明赤褐Hue5YR4/6 ケ後指押ザ テ'後 指 押ナ lmmの 白濁色の砂粒を多く 06～ lmmの |

難色 無色透明の砂粒を含む。
良 断 面

ど区 A 赤生 重 頚 部
５

起
‐２

推 月赤褐he2 5YR5/8 明榊 ue2 5VR5/9 磨 減
微細～1価 の白濁色の砂粒を多く 彼知ヽ
amの 無色透明の砂粒を含む

`

良好 反 転 み 目突帯



表2  土器観察表 (2)

NO
土

区

出
地 年 式 器 種 党存剖 胎■ 賊 軸 ,伊考

2優こA 弥 生 甕 駕帯剖 醸れ 翻ヽ ueloYR5/4 褐 Huc7 5YR4/4 微細なR輝色の砂粒をわす力」こ 微細な,

色透明、白濁色の砂粒を合帆 良好 断 面

2区 A 弥 生 甕 頚 部 月赤褐 旧ue5YR5/6 明バ褐 ‖ue4 5YR5/8 ′サロ後HtTL 篠細～:面 の無色透明 白濁色の砂粒を
く、05～ 1陣 の黒輝色の砂粒を含五 良好 断 面 十字状 の刻 み 日突為

2区 A 古墳
上師彗
鉢

外部 月赤褐 Hue5YR5/6 明赤褐 Jue5YR5/7 ヘオテ
・

後ナア
01～ l alの 黒翼色の砂れ を多 く 05
3 ntの 灰 白色 灰黄色 OS～ 211nの 白
色の砂粒を含む。

良好 据 置

2区 A 古墳 朗訪
笹 劇ue7 5YR7/6 橙 HuettRO/6

欲細～05mの灰貞色、無色透明の砂IE?
わずかに、微細な黒atこ の砂粒を含む。2～
ullの岩片を含転

艮 反転

2E【 A 古 墳
三師斜

高坪

同部 上

半
橙 Huc7 5YR7/6 名霊 Hue7 5YR6/6

ヘラ磨キ 指押サエ
ヘテ削 り後ナテ

5～ 2画 の黒鈍色の砂粒を多く、 05
良

チ
転

“

反

2区 A 古墳
上師岩
高不

同部 上

半
こぶヤ帯登 Hue7 5YR6カ 橙 Hue5YR6/8

磨
”

刊
押
ヽ

み
指
カ

砂徹 2～ 3 BIの岩片わずかに、01～ 1

の黒鑢色、OS～ 2血 の灰黄色の砂粒を 良好 据置

2区 ハ 古墳
高杯

同部 上

半
登 Hue5YRO/8 橙 HueSYR6/8 縦方 向磨 | 指押サエ、ナテ

隊細～latの 黒鈍色の砂社をわずかに 4
1B～ 1画 の無色透明、OS～幼 、自濁色 、
1～ 3mの灰黄色の砂粒を含む。

農
の
転

郭

反

2区 ハ 古接
ヒ師暑

杯
ヨ緑部 明赤掲Hue2 5YR5/6 り翔 de2 5YR5/7 磨 キ 磨キ後 ナア

OS～ 1画 の黒猟0 1mの 白濁色の砂粒
わすかに、01～ IEIIの 無色透明の砂村
含t「。

良好 反 転 内外 とも丹 塗

2区 A 古墳
卜型 ジ
底壷

体部 橙 Hue5YR6/6 にれ 増 Hue10YR6/3 指押 ナテ'、 ナテ
微細～05画 の灰寅色、黒鈍色の砂粒をキ
すかに、徴細～05画 の無色透明の砂粒搭
含t「。

良好 反転

2EXr A 古A
黒

器
曰縁剖 褐灰 HucloYR4/1 黒褐 Hue2 5YR3/2 ハケ後ナテ

ヾ ハケ毛資ナテ 僚細な白色、無色透明の砂粒をわすかに
良好 断面

2区 T 弥全 甕 鰤
闊

囃  Hue7 5YR5/6 赤褐 ‖ue2 5YR4/6
ハケ後ナテ
ハケ 清 fIP′ ケヽ後ハケ

微細～1面 の白濁色 欲細の4L色 透明のW
立を含む。 良好 反転

2区 T 弥 生 甕 駕帯罰 離  Hue7 5YR4/6 明貢 Huc7 5YR5/6
ハケ
ハケ後ナデ

指押 ′ヽケ後ハタ
∝5mmの 黒輝色の砂粒をわすかに、徹細^

15画 の自濁色の砂位を多く 彼細～in
の無色透明の砂泣を含む。

良 断 面

2EXI T 弥 生 甕 底部 12 潮 ue5YR4/6 にぶヤ報謝ue7 5YR5/3
ナテ
ケス',

微細～0 5nIの 黒輝色、灰黄色の砂粒をオ
ずかに、篠細～05mの白濁色、練4W～ 2

れの無色透明の砂粒を含帆
良好 据置 外 :二 次雛成 ?

2区 T 亦生 鉢 回緑罰 18 褐 IIuc7 5YR4/6 褐 Hue7 5YR4/6
ハケ
指押チエ

)5～ :面 の蕪色透明、05～ 2mmの 白濁で
つ砂粒を合む。 良 据置

2区 T 古拶 吊訪
口緑罰 11 にぶし潤 Huc7 5YR6/4 I事ヤ潮 uc7 5YR6/5 磨キ後ナテ 6～ 1画 の 自濁色のV1/撹を含む。 良 断 面

2区 T 古撃
高邦

裾部 にぶ,端Hue7 5YR?/4 名霊 5YR6/6 磨キ後ナア 農 断 面立を含む。

2区 T 古拶
と師君

高不
据部 にぶヤ鸞‖ue7 6YRT/4 名釜 Hue7 5YR6/6 夢奉キ )5～ 1闘 の無色撼明の砂tfを含む。 良 断 面

2区 T 古塔 鰯訪
即部 ■

半
にぶい赤褐Hue5YR5/4 I事ヤNblue2 5YR6/4

磨

”

指押サエ

アス
｀
リ

欧細～05前 の白濁色、05～ IIudの 黒鈍 (
D砂粒 をわす力Чこ、彼細～O Srnの 無色莞

刀の砂粒を含む。
良好 反 転

2透こT 古堪
上師基

不

剖

笥

縁

胴
日

）
赤掲 Hue5YR4/8 明細 世95YR5/8 協率キ

微細 ～ l y4の 無色透明のφ位 を含み、 lm

前後の白透色の砂粒を含む。 良好 断 面

2区 弥 生 甕
日わ微訂
～胴罰

麟 Htte5YR2/4 暗痛幽ue5YR3/6 ハケ後ナテ
風化 激 しい

OSの 黒理色砂位をわすかに 微細～:5
日の無芭透明 微細～2faIIの 白獨色の砂十
を多く合む。

反 転

2区 弥 生 甕 底 部 87 明亦穏 Hue5VR5/6 翻 Hue5YR3/6 微細～2 EIの 白輛色の砂粒を多く 微細ヽ

inrの黒輝色 無色透明の砂粒を含む。 軟 据 置

2檀こ 弥 生 甕 底 部 褐 Hve7 5YR4/6 翻 uc10YR3/3
微細 ～ lmmの 白透色、無色透 明の砂粒 を

良 反転

2区 亦 生 甕 底 部 ,ドネロ
"じ

e5YR4/6 翻 u10YR3/3
)5～ 2mmの 無色透9Hの砂粒を多く 1～3

1の白透色の砂粒、1～ S鰤 のを片を含む。 据 置

2優こ 弥 生 甕 底 部 37 ‖島Hue7 5YR4ノ 4 赤倒HueSYR4/6
05～ lmmの 白濁色 01～ 05mの 無色党
明の砂紅を含む。 良 据置

2区 弥 生 甕 底部 黒悟 Hue2 5YR3/2 ヘテ協皆キ ヘラЯ琴キ
05～2mの無色透明の砂粒  OS～ 3� υ

白透 色の砂粒 を多 く と～2Haの 暗IB色 彰

砂粒 をわず かに含む。
良 据置

2区 古馨
七師3
高邦

即部 上

半
明赤褐 Hue2 5YR5/8 れ箋 Hue2 5YR6/8 ヘテ磨キ後チテ

指押サエ
ヘラケス

・
,

ハケ

彼細～05面 の白無色透明の OS～ 1繭 σ

黒鈍 色の砂 粒 をわずかに、05～2mの 1

濁色、 1～ 2面の灰色の砂粒を含む。
据置

“

分的や や 摩 But

更時計 画 り

2区 古墳
七師岩
高杯

即部 ■
半

葛霊 旧ue5YR6/6 笹 Hue2 5Y6/6 ち寮ナテ'

縦方向ハケ

指押サエ
ケス・ ,

ナテ・

微細 ～2闘 の黒輝色 徹細～05mの 無て

良好 据置
砂粒含む。

2区 古墳
郷

胴 部 灰 HuesY6/1 青閣 ue5YR6/1
回転ナテ
ケス・サ

回 転 ナデ 良好 反転 えヽ り久 損

2区 古拶
郷

ヨ縁割 灰オリフ
‐
Hue7 5YR6/4

力てオリーフ
VHue7 5

Y6/2nucIOγ 4/1
微細な無色透明の砂粒を含む。 良好 断 面

外 :自 然釉
内 :久 損部二次的に焼成

2区 古墳
邦

底 部 灰 Hue llll R5/1 う電Hue州 6ノ
回転ナテ
ケス

°
,

回転ナデ
うのある白濁色の岩片、05～ 2mmの 砂|

を含む。 良好 断 面

2区 近 世
器
瓶

陶

土 螂捌
蜘 uc10YR4/2

翻 ue2 5Y3/2
幽 遭e7 5YR4/2 5～2mの 白濁色の砂粒を含む。 良好 反 転 廠療 系

2Eこ 近 世
筆部 ^

高台
感 :潮
(内面は白1隣士俗

精彼 良好 反 転 ノロrn渕 ぎ 薦摩系

2区 中 世 奇磁ワ ヨ緑割
青蜘
オ)ラ う嘲ueloY5/2

厚く力‖ナてある
灰白HueNB/ 精 微 良好 断 面

文
文

丘ｍ
需

内
外

2区 近 世 染付拶 口緑判 透明釉 Hue5YR6/6 灰白Hue7/ 精微 良好 断 面 外 :イと文、☆海波
内 :葡 街文?

2区 近 代
青磁

染付拶
口緑ヨ 鞠

オ,ラ初感ueloY6/2 灰白HueN8/ 微細な砂粒 を含み格篠 良好 断 面 連弁 文 ?

2区 近 代 誡
踏
鶴

口緑ヨ 鞠
hltenuellc7/55 オリフ

・
歩

“

ue2 5CY6/ 撒 良好 断 面
黄 Hue2 5YR3/8と 明 赤 IB
Hじ eSYR5/6て 上絵

松の よ うな 上絵 痕 布 (′ ザの痕 )



表3 石器観察表 (1)

NQ 出 十 tL反 層位 線 石材
法量(ω

重量③ 膳
最大長 最大幅 厚 さ

73 1膠■ 不明 石鏃 チャー ト 1.77 0.34 0。 5 即部欠損

74 1区 不 明 石鏃 チャート 1.8 0.58 1.3 央端部脚部欠損

75 1区 2層 石銭 チャート 1.62 0。29 0.4

76 1区 不明 、石鏃 チャー ト 1.54 0.33 0.4 脚部欠損

77 1区 不明 石鏃 チャート 1.65 0。4 ■0 尖端部欠損

78 1優こ 不 明 石鉄 チャート 1.35 1.15 0.21 0。4 尖端部脚部欠損

79 lDこ 不明 石鏃 チャート 1.85 0。22 0.4 即部欠損

80 1鬱こ 不明 石鉄 チャート 1.37 0。25 0.3 先端部欠損

81 1優至 不明 石鉄 チャート 1.61 1.35 0.3 0.5

82 1区 不明 石鉄 チャート 1.4 1.28 0_32 0.4 一部欠損

83 1区 不 明 石鏃 チャー ト 1.31 0.26 0.4 尖端部欠損

84 1区 不明 石鏃 黒曜石 1.29 0。26 0.2 卿部欠損

85 lDこ 不明
´
石鏃 チャt― ト 1.01 0。2 04 尖端部欠損

86 1優【 不明 石鉄 チャート 1.45 1.34 0。 21 0。 3 脚部欠損

87 1鬱至 不明 石鉄 チャート 1.7 ■3 4.5 0.6

88 1区 2層 石鏃 頁岩 2.02 1.41 0。3 0_7

89 1区 不 明 石鉄 チャー ト 1.42 0.3 0.7 鐵 部欠損

90 1優至 不明 石鉄 チャー ト 1.21 ■2 0_25 0.5 脚部欠損

91 1区 2層 石鏃未製品 チャート 1.82 1.15 0.5 0.7

92 1じ至 不明 石鏃 チャー ト ■9 1.55 6.5 1.9

93 1区 不明 二次調整剥片 チャー ト 1_38 1.6 0_4 1.03

94 1区 2層 磨製石鏃 頁岩 ■.75 ■8 0.5

95 1区 不明 磨製石鏃 頁岩 3.35 2.35 2.5 2_8

96 1区 不 明 剥片 チャー ト 1.47 0.95 0,32 0.3

97 1区 不 明 使用痕剥片 チャート 2.37 0.94 0.46

98 1区 2層 確 チャー ト ■8 2.5 0.82 3.8

99 1区 2層 石斧 溶結凝灰岩 11.35 6.35 1.29 1036.4

100 1区 不明 石斧 砂岩 13_92 7_2 1.85 233.8

101 1区 2層 確 チャー ト 4.9 3.47 26.0

102 1区 不明 剥片 琳 8.66 5.48 1.55 76.1

103 1優登 不 明 石斧 流紋岩 1.18 64.4

104 1鬱至 2層 石斧 頁岩 10_32 6.7 1.05 109.7

105 1区 2層 スクレイパー 流紋岩 7_34 436 1.04 39.4

106 1区 媚 スクレイパー 流紋岩 9.3 5.9 1.4 89.2

107 1区 不 明 石錘 頁岩 6.1 3.6 ■2 34_0

108 1じ登 不明 筋 花闘岩 640.0

109 1区 不明 敲石 溶結凝灰岩 9_55 8,95 5.4 648.9

24



表4 石器観察表 (2)

NQ 出土地区 層位 器種 石材
漣      (C=田 D

重量① 備考

最大長 最大幅 厚 さ

110 2医 不明 石鏃 チャー ト 2.03 ■5 0.68 ■5

111 2区 不明 石 鏃 チャー ト 2.56 1_65 0_53 Z0 脚部欠損

112 2区 不明 石鏃 チャー ト 1.71 1_15 0。33 0。 6 脚部欠損

113 2区 不明 石鏃 チャー ト 1.51 1_18 0。35 0_4

114 2区 不明 石鍵 チャー ト 1_95 1.15 0_23 0_5

115 2区 不明 石鏃 チャー ト 1.83 1.58 0_29 0.7 尖端部欠損

116 2区 不明 石鏃 チャート 3_15 2_09 0_78 &0

117 2区 不明 二次調整剥片 チャー ト 2_79 0_95 0.4 ■4

118 2区 不明 使用痕剥片 黒曜石 1_49 1_05 0.25 0_5

119 2区 不明 剥片 黒曜石 3_1 1_43 0.7 2_6

120 2区 不明 剥 片 チャー ト 2.28 0,98 0,42
（
Ｖ

121 2区 不明 剥片 チャー ト 2.95 2.38 0_6 5.1

122 2区 不明 剥片 頁岩 3.83 4.2 1。4 22.4

123 2区 不明 剥片 頁岩 4_21 3.7 0.64

124 2区 不明 不明 流紋岩 &0 5_2 5,1 10_8 穿孔あり

125 2区 不明 二次調整剥片 頁岩 7_35 3_48 ■2 28.5

126 2区 不明 石斧 溶結凝灰岩 ao 4_85 1_4 75.6

127 2区 不明 石斧 溶結疑灰岩
（
Ｖ 5_8 100.9

128 2区 不明 石錘 溶結凝灰岩 8.8 4_3 1.65 122.4

129 2区 不明 石錘 頁岩 7.1 5_4 2.25 105。4

130 2区 不明 石錘 頁岩 6.2 4_8 ■8 61_2

131 2区 不明 石錘 砂岩 6.95 4.8 1_7 66.7

132 2区 不明 石 錘 頁岩 6_3 3_65 1_35 43.8

133 2区 不明 石錘 流紋岩 6.7 3.55 1.5 53.1

134 2区 不明 石錘 買岩 6_1 3.45 10_4 37_7

135 2区 不明 石錘 頁岩 7.6 3.5 1_05 38。3

136 2区 不明 敲石 溶結疑灰岩 6_2 5.9 2_45 127.1 赤変焼成あり

137 2区 不明 磨石 溶結疑灰岩 11_85 7.1 40 520。4

138 2区 不明 敲石 頁岩 7.6 &0 3_3 227.8

139 2区 不明 磨石 溶結凝灰岩 9.15 &0 5_95 578.9

1網 2区 不明 改 石 砂岩 9_45 7.1 5_25 478.7
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栗巣野地区出上の黒曜石製遺物の原材産地分析

藁科 哲男

(京都大学原子炉実験所 )

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、

交易および文化圏、交易圏を探ると言 う目的で、蛍光X線分析法によリサヌカイ トおよび黒曜石

遺物の石材産地推定を行なつている
1'2,3)。

石材移動を証明するには必要条件と十分条件 を満

たす必要がある。地質時代に自然の力で移動 した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動

原石 と露頭原石の組成が一致すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたルー トを地形学な

どで証明できれば、他の露頭から原石が流れて来ないことが証明されて、十分条件を満た し、た

だ‐力所の一致する露頭産地の調査のみで移動原石の.産地が特定できる。遺物の産地分析 では

『石器 とある産地の原石の成分が一致 したからと言つて、そこの産地のものと言い切れない こと

は、他の産地にも一致する可能性が推測 されるからで、 しか し一致しなかつた場合そこの産地の

ものでない と言い切れる。』が大原則である。考古学では、人工品の様式が一致すると言 う結果

が非常に重要な意味があり、見える様式 としての形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、

ガラスなどの人手が加わつた調合素材があ リー致すると言 うことは古代人が意識して一致 させた

可能性があ り、一致すると言 うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係 を調

査する重要な意味をもつ結果である。石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定 した石

材の元素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルー ト

上に位置する、産地地方との交流を示す土器が出上 しているなどを十分条件の代用にすると産地

分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播 した石材を近 くの産地と誤判定する可能性がある。人

が移動 させた石器の元素組成とA産地原石の組成が一致 し、必要条件を満足しても、原材産地 と

出土遺跡の間に地質的関連性がないため、十分条件の移動ルー トを自然の法則に従つて地形学で

証明できず、その石器原材がA産地の原石 と決定することができない。従つて、石器原材 と産地

原石が一致 したことが、直ちに考古学の資料 とならない、確かにA産地との交流で伝播 した可能

性は否定できなくなつたが、 B、 C、 Dの産地でない との証拠がないために、A産地だと言 い切

れない。B産地 と一致しなかった場合、結果は考古学の資料 として非常に有用である。それ は石

器に関 してはB産地と交流がなかつたと言い切れる。 ここで、十分条件として、可能なかぎ り地

球上の全ての原産地 (A、 B、 C、 D・ ・・・)の原石群 と比較して、A産地以外の産地 とは一

致 しないことを十分条件として証明すれば、石器がA産地の原石と決定することができる。 この

十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混乱 し不可能であると思われる。また、自然科学

的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、それぞれが使用している産地分析法によつて、

それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。産地分析の結果の信頼性は何ヶ所の原材産

地の原石 と客観的に比較して得られたかにより、比較 した産地が少なければ、信頼性の低い結果

と言える。黒曜石、サヌカイ トなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不

純物 として含有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分



析を行ない、これを産地を特定する指標とした。分類の指標 とする元素組成を遺物について求 め、

あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析 して求めておいた各原石群の元素組成の平均値 、

分散などと遺物のそれを対比 して、各平均値からの離れ具合 (マハラノビスの距離)を求める。

次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる地点

の可能性は十分に考えられる。従って、分析 した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平均

値 と分散を推測して判定を行 うホテリングのT2乗検定を行 う。この検定を全ての産地について

行い、ある原石遺物原材 と同じ成分組成の原石はA産地では10個 中に一個みられ、B産地では一

万個中に一個、C産地では百万個中に一個、D産地では・・・・一個と各産地毎に求め られ るよ

うな、客観的な検定結果からA産地の原石を使用 した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析

の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。今回分析 した遺物は宮崎県

小林市大字東方に位置する栗巣野遺跡出上の縄文時代後期の黒曜石製遺物 34個 について産地分

析の結果が得 られたので報告する。

黒曜石原石

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出 し、塊状の試料を作 り、エネルギー分散型蛍光 X
分析装置によって元素分析を行なう。分析元素は Al、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、 Zr、

Nbの 12元素をそれぞれ分析 し、塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量

の比を取 り、それでもつて産地を特定する指標 とした。黒曜石は、Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr、

Rb/Zr、 Sr/zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの比量を産地を区別する指標をしてそれぞれ用いる。黒曜石の原産

地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州、の各

地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図 1に示す。黒曜石原産地のほ とん どす

べてがつくされ、元素組成によってこれ ら原石を分類 して表 1に示す。この原石群に原石産地が

不明の遺物で作った遺物群を加えると224個 の原石群になる。佐賀県の腰岳地域および大分県 の

姫島地域の観音崎、両瀬の両地区は黒曜石の有名な原産地で、姫島地域ではガラス質安 山岩 もみ

られ、これについても分析を行なった。隠岐島、壱岐島、青森県、和田峠の一部の黒曜石には、

Srの含有量が非常に少なく、この特徴が産地分析を行 う際に他の原産地と区別する、有用な指

標 となっている。九州西北地域の原産地で採取 された原石は、相互に組成が似た原石がみ られ る

(表 2)。 西北九州地域で似た組成を示す黒曜石の原石群は、腰岳、古里第一、松浦第一の各群

(腰岳系 と仮称する)お よび淀姫、中町第二、古里第二、松浦第四の各群 (淀姫系と仮称す る )

などである。淀姫産原石の中で中町第一群に一致する原石は 12%個で、一部は淀姫群 に重 な る

が中町第一群に一致する遺物は中町系と分類 した。また、古里第二群原石と肉眼的および成分的

に似た原石は嬉野町椎葉川露頭で多量に採取でき、この原石は姫島産乳灰色黒曜石と同色調 を し

ているが、組成によって姫島産の黒曜石 と容易に区別できる。もし似た組成の原石で遺物が作 ら

れたとき、この遺物は複数の原産地に帰属 され原石産地を特定できない場合がある。た とえ遺物

の原石産地がこれら腰岳系、淀姫系の原石群の中の一群および古里第二群のみに帰属されて も、

この遺物の原石産地は腰岳系、淀姫系および古里第二群の原石を産出する複数の地点を考えな け



ればならない。角礫の黒曜石の原産地は腰岳および淀姫で、円礫は松浦 (牟 田、大石 )、 中町、

古里 (第 二群は角礫)の各産地で産出していることから、似た組成の原石産地の区別 は遺物の 自

然面から円礫か角礫かを判断すれば原石産地の判定に有用な情報 となる。

旧石器の遺物の組成に一致する原石を産出する川棚町大崎産地か ら北方 4 kmに位 置す る松岳産

地があるが、現在、露頭か らは 8 nlln程度の小礫 しか採取できない。また、佐賀県多久 のサヌカイ

ト原産地からは黒曜石の原石も採取 され梅野群を作つた。九州中部地域の塚瀬 と河ヽ 国の原産地は

隣接 し、黒曜石の生成マグマは同質 と推測され両産地は区別できない。また、熊本県の南関、轟、

冠ケ岳の各産地の原石はローム化 した阿蘇の火砕流の層の中に含まれる最大で親指大の黒曜石で、

非常に広範囲な地域から採取される原石で、福岡県人女市の昭和溜池からも同質の黒曜石が採取

され昭和池群を作つた。従つて南関等の産地に同定された遺物の原材産地を局所的に特定できな

い。桑ノ木津留原産地の原石は元素組成によつて 2個の群に区別することができる。桑 ノ木津留

第 1群は道路切 り通 し面の露頭から採取できるが、桑ノ木津留第 2群は転礫 として採 取でき、これ

ら両者を肉眼的に区別はできない。また、間根ケ平原産地では肉眼観察で淀姫黒曜石 のよ うな黒

灰色不透明な黒曜石から桑 ノ木津留に似た原石が採取され、これ らについても原石群 を確立 し間

根ヶ平産黒曜石を使用 した遣物の産地分析を可能にした。遺物の産地分析によつて桑 ノ津留第

1群 と第 2群の使用頻度を遺跡毎に調査して比較することにより、遺跡相互で同 じ比率であれば

遺跡間の交易、交流が推測できるであろう。石炭様の黒曜石は大分県萩台地、熊本 県滝室坂、箱

石峠、長谷峠、五ヶ瀬川の各産地および大柿産、鹿児島県の樋脇町上牛鼻産および平木場産の黒

曜石は似ていて、肉眼観察ではそれぞれ区別が困難であるが、大半は元素組成で区男可ができるが、

上牛鼻、平木場産の両原石については各元素比が似ているため区別はできない。 これ は両黒曜石

を作つたマグマは同じで地下深 くにあり、このマグマが地殻の割れ 目を通つて上牛鼻お よび平木

場地区に吹きだしたときには、両者の原石の組成は似ると推定できる。従つて、産地分析で上牛

鼻群または平木場群のどちらかに同定されても、遺物の原石産地は上牛鼻系として上牛鼻または

平木場地区を考える必要がある。出水産原石組成 と同じ原石は日東、五女木の各原産地か ら産出

していてこれ らは相互に区別できず 日東系とした。竜ヶ水産原石は桜島の対岸の竜 ヶ水地区の海

岸および海岸の段丘面から採取される原石で元素組成で他の産地の黒曜石と容易に弁丹可きる。

結果 と考察

遺跡から出上した黒曜石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層 が形成 されて

いるにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考 え られ る。

黒曜石製の石器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析 になるため、

水和層の影響を受けやすいと考えられる。Ca/K 、Ti/Kの 両軽元素比量を除いて産地分析 を行なっ

た場合、また除かずに産地分析を行つた場合、いずれの場合にも同定 される産地は同 じである。

他の元素比量についても風化の影響を完全に否定することができないので、得 られ た確率の数値

にはや 不ゝ確実さを伴 うが、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。

今回分析 した栗巣野地区出上の黒曜石製遺物の分析結果を表 3に示 した。石器 の分析結果か ら

石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にす る



ためRr/Zrの 一変量だけを考えると、表 3の試料番号85822番の遺物ではRr/Zrの 値は 1.05で、桑

ノ木津留第 1群の [平均値]± [標準偏差値]は、 1.080± 0.048で ある。遺物 と原石群 の差 を

標準偏差値 (0)を基準にして考えると遺物は原石群から0.63離れている。ところで桑 ノ木津留

第 1群の原産地から100個の原石を採ってきて分析すると、平均値から±0.630のずれ よ り大 き

いものが 53個 ある。すなわち、この遺物が、桑ノ木津留第 1群の原石から作られていた と仮 定

しても、0.630以上離れる確率は53%であると言える。だから、桑ノ木津留第 1群の平均値 か ら

0.630し か離れていないときには、この遺物が桑ノ木津留第 1群の原石から作られたものでない

とは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を腰岳群に比較すると、腰岳群の平均値か らの隔た

りは、約 70である。 これを確率の言葉で表現すると、腰岳の産地の原石を採ってきて分析 した

とき、平均値から70以上離れている確率は、一千万分の一であると言える。このよ うに、一千

万個に一個 しかないような原石をたまたま採取して、この遺物が作られたとは考えられ ないか ら、

この遺物は、腰岳産の原石から作 られたものではないと断定できる。これ
｀
らのことを簡単にま と

めて言 うと、「この遺物は桑ノ木津留第 1群に53%の 確率で帰属され、信頼限界の O.1%を 満 た

していることから桑ノ木津留第 1群原石が使用されていると同定され、さらに腰岳群に十万分 の

一%の低い確率で帰属 され、信頼限界の 0.1%に 満たないことから腰岳産原石でない と同定 され

る」。遺物が一ケ所の産地 (桑 ノ木津留第 1群産地)と 一致したからと言つて、例え桑 ノ木津留

第 1群 と腰岳群の原石は成分が異なっていても、分析 している試料は原石でなく遺物で、 さらに

分析誤差が大きくなる不定形 (非破壊分析)であることから、他の産地に一致 しない とは言 えな

い、同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも―致する可能性は推測される。員「 ちある産

地 (桑 ノ木津留第 1群)に一致 し必要条件を満たしたと言つても一致した産地の原石 とは限 らな

いために、帰属確率による判断を表 1の 224個すべての原石群について行ない、十分条件 である

低い確率で帰属 された原石群を消 していくことにより、はじめて桑ノ木津留第 1群産地の石材 の

みが使用されていると判定される。実際はR1/Zrと いった唯 lヶ の変量だけでな く、前途 し

た 8ヶ の変量で取 り扱 うので変量間の相関を考慮 しなければならならい。例えばA原産地のA群
で、Ca元素とSr元素 との間に相関があり、Caの量を計れば Srの量は分析 しな くて も分 か

るようなときは、A群の石材で作 られた遺物であれば、A群 と比較 したとき、Ca量が一致すれ

ば当然 Sr畳 も一致するはずである。 もしSr量だけが少しずれている場合には、この試料はA
群に属 していないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相 関

を考慮 した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのT2乗 検定

である。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて、産地を同定する・
°

。産地の同

定結果は 1個 の遺物に対 して、黒曜石製では244個 の推定確率結果が得られている。今回産地

分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都

合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認 した とい う

非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、桑ノ木津留第 1群産原石と判定された遺物 について、

台湾の台東山脈産原石、北朝鮮の会寧遺跡で使用された原石と同じ組成の原石とか、信州和 田峠、

霧ヶ峰産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果 を表



4に記入 した。原石群を作つた原石試料は直径 3 cm以 上であるが、小 さな遺物試料 によつて原

石試料 と同じ測定精度で元素含有量を求めるには、測定時間を長 くしなければならない。 しか し、

多数の試料を処理するために、1個 の遺物に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測

定を打ち切る。また、検出された元素であっても、含有量の少ない元素では、得られた遺物の測

定値には大きな誤差範囲が含まれ、原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。 した

がって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている 0。 1%に達 しない

確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合には、原石産地 (確率)の欄の確率値に替えて、

マハラノビスの距離D2乗の値を記 した。この遺物については、記入 されたD2乗の値が原石群

の中で最も小さなD2乗値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成 と似てい

るといえるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほゞ間違いないと判断 されたもの

である。また、蛍光X線分析では、分析試料の表面状態 (粉末の場合粒度の違い)、 不定形では

試料の置き方で、誤差範囲を越えて分析値に影響が残 り、値は変動 し、判定結果は一定せず、特

に元素比組成の似た原産地同士では区別が困難で、遺物の原石産地が原石 。遺物群の複数の原石

産地に同定されるとき、および、信頼限界の 0。 1%の 判定境界の遺物は、分析場所を変 えて、5～

20回分析 し最も多くの回数同定された産地を判定の欄に記 している。また、細石刃の様 に遺物の

分析部分に薄い部分を避けて分析できないときは、分析値に厚 さ補正が必要である。遺物の平均

厚 さが 1.5Hlm以下の薄い試料では、Mn/Zr、 Fe/Zrの 比値が大きく分析 され、141m厚で Fe/Zr比 は

約 15%程度大きく分析 される。 しかし、l mm厚 あればRb/Zr、 Sr/zr、 Y/Zrに ついては分析誤差範

囲で産地分析結果への影響は小さく、Mn/Zr、 Fe/Zrの 影響で推定確率は低くなるが原産地の同定は可

能 と思われる。今回、分析 し栗巣野地区の 34イ固のなかで、分析番号 82300、 85821、 85823、 8532

4、 85834番 の剥片は非常に薄く、厚さ補正を行って産地分析を行つた。補正値は、細石刃の とき

イこ使用するイ直で、 Mn/Zrに 0.65、 Fe/Zrに 0,79、 Rb/Zrに 0.97、 Sr/Zrに 0。 98、 Y/Zrに 0,99、 Nb/Zrに 1.

01を 分析比の補正値 として用いた。この補正値は分析される遺物の平均厚さを0.7511mと したときの

値で、遺物の厚さは個々に異なり、補正の不足、過大は発生するが、この値で補正されても同定され

ない場合は原石産地は不明とした。補正で同定された遺物の判定結果は 《》で区別し表 4に記 した。

分析 した栗巣野地区遺跡出上の黒曜石製遺物の各産地別使用頻度は、西北九州、腰岳・古里・松

浦の腰岳系が 42%(14個 )、 大分県、姫島産が 12%(4個 )、 大分、熊本県境の塚瀬・小国産

が 6%(2個 )、 桑ノ木津留産が 15%(5個 )、 白浜産が 3%(1個 )、 日東・玉女木産 が 9%

(3個 )、 竜ヶ水産が 9%(3個 )、 また、原産地不明の内屋敷UT遺物群が 3%(1個 )になつ

ている。分析番号 85820番の遺物は一見、姫島産に見えるが、含有量が非常に高く、チャー トま

たは弱瑞系の石材 と推測される。今回の結果では西北九州地域 との交流を示す腰岳、北東九州 と

の交易を示す姫島産黒曜石の伝播が確認 された。また腰岳産の使用頻度が高く、西北九州地方 と

より活発な交流があり生活情報、文化情報を伝達、授受 していたと推測 しても産地分析の結果 と

矛盾 しない。
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表 2 九州西北地域原産地採取原石が各原石群に同定せれる割合の百分率 (%)

九州西北地域原 産 地地区名 (原 石個数 )

原 石 群 腰 岳

(26)

100

100

淀 姫

(44)

100

古里   古 里

陸地  海 岸 中町  牟 田

(44) (46)
大 石  椎 葉 川

(39) (59)(66)

37

63

(21)

腰 岳  群

淀 姫  群

古里第一群

第二群

第二 群

中町第一群

第二群

松浦第一群

第二群

第二 群

第 四群

椎 葉 川群

33

51

100

26

18

28

33

51

49

33

100

11

95      25

12       14

98     14
32

51

57      24

98      17

9

5

57

33

24

24

2

88

68

57

43

50

26

39

24

39

54

52

88

96 5

33

24

48

2

91

80

2

注 :同 定確率 を 1%以 上 に設定 した。古 里陸.地 で採 取 された原石 1個 (No.6)判 定例
=古 里第 1群 (62%),松 浦第 1群 (37%),松 浦第 2群 (23%),腰 岳 (21%)が 1%以 上で 同定 され
残 りの 125個 の原石群 に対 して は 1%以 下 の同定確率であった。古里陸地 (66個 )

の腰岳 群 37%は 66個 の中の 37%個 は腰 岳群 に 1%以 上の同定確率で帰属 され る。
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表 3 小林市栗巣野地区出土黒曜石製石器、石片の元素比分析結果

析

号

分

番 Ca/ K  Ti/ K  Mn/Zr  Fe/Zr  Rb/Zr  Sr/Zr   Y/Zr  Nb/Zr  A1/ K  Si/ K

Ｌ
レ素一死

82288
82289
82290
82291

82292
82293
82294
82295
82296
82297
82298
82299
82300
82301

85816
85817
85818
85819
85820
85821

85822
85828
85824
85825
85826
85827
85828
85829
85830
85831
85832
85833
85834
85835

0.205 0.091
0.207  0.028
0.476  0。 157

0.237  0。 135

0.217 0.098
0.219  0.098
0.208  0.029
0.521  0.170
0.211 0.027
0.239  0。 142

0.213  0,029
0.213 0.031
0,236  0.042
0.220  0,043
0.223  0.032
0.230  0.042
0.228  0.030
0。 237  0.031
0。 425  0.459
0.211  0.028
0.223  0.091
0.242  0。 129

0。 219 0.092
0。 189  0,111
0.282  0.096
0.222  0.030
0.221  0.031
0.319 0.096
0.231  0.023
0.323  0.112
0。 248  0.029
0.552  0.160
0.244  0.063
0.219  0.032

0,075 1.526
0.079  2.833
0.045  1.549
0.015  1.142
0.065  1.576
0.072  1.550
0,091 2.804
0.063  1.574
0.079  2.684
0.021  1.230
0.077  2.594
0.056  2.598
0,750 10.992
0.395  6.772
0.097  2.683
0.514  8.113
0.109  2.853
0。 100  2.827
0.537 10.258
0。 103  3.235
0.075  1.738
0.028  1.292
0.087 1.810
0.024  1.451
0.060  1.550
0,083  2.629
0.105  2.929
0.050  1,857
0.122  2.990
0.069  1.490
0。 106  3.160
0.063  1.558
0,707  9。 607
0.106  3.068

1.034  0.405
1.687  0.440
0.626  0.653
0,695  0.371
1.068  0.383
1.047  0.413
1.647  0。 442

0.642  0.692
1.560  0.437
0。 705  0.360
1.605  0。 423

1.616  0.424
2,486  2,112
1.633  1.462
1.585  0.414
2.155  1.778
1.661  0.443
1.636  0.446
2.272 26.488
1,720 0.425
1,050  0.433
0。 730  0.382
1.095  0,438
0。 960  0.297
0.666  0.647
1.650  0.429
1.664  0.438
1.083  0.746
1.800  0.501
0.643  0.690
1,738 0.498
0.623  0,729
2.228  1.869
1.760  0.441

0。 311  0.049
0.305  0.269
0.097  0.064
0.094  0.040
0.280  0.072
0.290  0,063
0.236  0。 253

0.108  0.064
0.251  0.238
0.087  0,042
0.267  0.234
0.297  0.233
0。 255 0.653
0。 391  0,481
0.278  0.302
0.337  0.684
0.340  0.218
0,339  0.275
0.972  2,884
0.265  0.259
0.295  0.088
0.159  0.032
0.201  0.081
0。 169  0,048
0.187  0.076
0.356  0.290
0.351  0。 166

0.213  0.067
0.356  0.244
0.130  0,108
0。 337  0.243
0.137  0.076
0.316  0。 693

0.286  0。 247

0.030  0,364
0.034 0.342
0.036  0.466
0,027  0.308
0.030 0.365
0.028  0,362
0.029  0.358
0.036  0.482
0,030  0.352
0.029  0.325
0.031  0,352
0.030  0,346
0,038  0,434
0,039 0,420
0.031  0,345
0.038  0.391
0.033  0。 369

0,028 0.349
0.275 22.084
0.085  0.378
0.033  0.361
0.032  0.321
0.026  0.369
0.027  0.303
0.026  0,332
0.035  0.360
0.034 0。 345

0.029  0。 356

0.027  0。 386

0.028  0。 343

0.029  0.865
0.044  0.498
0.047 0.418
0.035  0,357

JG-1 0.816  0。 217  0,068 4.059  0.992  1.2‐ 92  0.321  0.061  0.024 0.310

JG-1 : 標 準 試 *半 ―Ando,A.,Kurasawa,H.,Ohmori,T.& Takeda,E. 1974 compilatio■  of

data on the GJS geochemical reference samples JG-l granodiorite and
JB-l basalt.  『 θθθ力θ口′θB′  デθ」rtt β r, v01.8 175-192 (1974)
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確
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Ⅶ 図



図版 1

1区完掘状態 (北か ら)

図版 2

1区遺物出土状況

図版 3

2区完掘状況 (北 か ら)



図版 4
2区遺物 出土状況

図版 5
2区 第 1ト レ ンチ

図版 6

栗 巣 野 遺 跡 現 況
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亀
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図版 7 1、  2区 弥生土器 (甕 )

図版 8 1、  2区 弥 生 土 器
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24

図版 9

58

1、  2区 弥生土器 (底部)

図版 10 1、  2区縄文土器

図版 H l、  2区 土師器



1、 2区 土師器 。須恵器
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図版 13 1、  2区 内黒土器 e陶磁器

95

1、 2区 石 鏃
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114

図版 14



図版 15 1、  2区剥片・ 不明石器

図版 16 1、  2区石斧・スクレイパー
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1、  2区 石 錘

図 版 18 1、  2区 磨 石 ・ 敲 石
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付近
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0俳T'付近
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栗巣野遺跡

:縄文時代後期、
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後期、
古墳時代後期
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